
評

の
全
部
に
票
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
細
書
行
塩

地
の
内
部
で
は
す
で
に
引
地
の
制
が
廃
止
さ
れ
、
引

地
独
占
に
終
止
符
を
う
っ
た
も
の
と
し
て
重
要
な
意

義
が
あ
る
。
潅
北
官
塩
の
価
絡
は
半
分
に
下
る
二
二

潅
北
嗜
酒
の
塩
課
収
入
は
定
額
の
三
倍
に
達
し
、
さ

ら
に
は
潅
南
塩
課
の
欠
を
補
い
さ
え
し
た
。

　
つ
い
で
彼
は
潅
南
塩
政
の
改
革
に
手
を
つ
け
た

が
、
旧
制
を
利
と
す
る
豪
商
・
官
僚
ら
の
反
対
が
あ

り
、
資
金
難
の
運
商
は
カ
を
失
い
販
塩
に
消
極
的
で

あ
っ
た
の
で
、
成
績
を
あ
げ
な
い
う
ち
に
病
を
以
て

辞
任
し
た
。
し
か
し
道
光
三
十
年
に
は
後
継
者
の
手

で
潅
南
に
も
票
法
が
布
か
れ
、
つ
い
で
一
塩
場
に
塩

政
改
革
・
が
行
わ
れ
た
と
き
は
そ
の
準
則
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
票
法
に
も
問
題
は
あ
っ
た
。
独
占
の
廃
止

は
群
小
塩
商
の
競
争
を
よ
び
、
塩
場
の
塩
価
を
吊
上

げ
販
売
価
格
を
引
下
げ
る
傾
向
が
生
じ
た
。
乱
売
は

経
費
の
大
き
い
大
商
人
に
多
少
不
利
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
ま
た
一
部
に
は
塩
の
買
占
め
な
い
し
は
再
独
占

の
お
そ
れ
す
ら
み
え
た
。
他
方
、
紅
熱
の
請
璽
方
式

は
言
主
独
裁
制
に
適
合
し
て
い
る
。
強
力
な
独
占
的

塩
商
に
塩
物
を
請
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
時
々
の

経
済
変
動
の
影
響
か
ら
塩
課
を
護
り
、
常
に
一
定
の

収
入
を
保
証
す
る
途
で
あ
っ
た
。
　
（
思
う
に
塩
課
な

る
も
の
は
消
費
税
的
性
絡
を
と
う
に
失
っ
て
」
種
の

営
業
税
な
い
し
は
権
利
金
的
存
在
と
化
し
て
い
た
、

だ
か
ら
塩
諜
収
入
は
官
塩
の
販
売
の
成
績
と
は
無
関

係
の
も
の
で
、
合
理
酌
経
営
を
助
長
し
、
塩
の
生
産

と
消
費
の
拡
大
に
よ
っ
て
塩
課
の
増
収
を
企
て
る
こ

と
は
本
来
の
宇
戸
の
在
り
方
で
は
な
い
と
さ
れ
た
の

で
も
あ
ろ
う
か
）
果
し
て
同
治
年
間
に
は
潅
南
塩
に

綱
法
的
な
請
負
制
が
復
活
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
当
時
の
独
占
の
意
味
を
考
え
る
た
め
の

好
材
料
で
あ
る
。
最
後
に
、
壌
商
の
性
絡
に
つ
い
て

著
者
は
い
ま
ひ
と
つ
興
味
あ
る
問
題
を
提
供
し
て
お

ら
れ
る
。
明
禾
か
ら
清
の
盛
時
に
か
け
て
の
揚
州
塩

商
の
発
展
の
さ
ま
は
か
れ
ら
に
よ
る
産
業
の
近
代
化

の
推
進
を
さ
え
思
わ
せ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
終
始

商
業
資
本
・
利
貸
資
本
に
と
ど
ま
り
、
つ
い
に
産
業

資
本
に
転
化
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
塩
業
が

君
主
独
裁
制
と
の
特
殊
関
係
か
ら
う
け
た
強
い
統

制
、
独
占
的
政
商
的
性
格
が
も
た
ら
し
た
経
営
の
不

合
理
、
企
業
の
合
理
化
能
率
化
を
妨
げ
た
安
価
な
労

働
力
の
存
在
と
資
本
・
経
営
・
労
働
・
技
術
の
分
裂
、

浪
費
に
よ
る
資
本
蓄
積
の
不
可
能
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
生
産
者
と
し
て
の
竈
戸
の
問
題
な
ど
も

紹
介
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
紙
数
が
尽
き
た
の
で
、

寛
恕
を
お
食
し
て
筆
を
聴
き
た
い
。
　
（
A
5
本
交
四

〇
〇
頁
、
索
引
二
九
頁
、
定
価
一
一
〇
〇
円
、
東
洋

愛
研
究
会
刊
、

東
洋
史
研
究
叢
刊
里
諺
）
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（
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冨
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ω
o
ぽ
一
環
　
周
的
弓
　
ω
o
薄
唇
－
ロ
⇔
α
　
芝
旨
掌

の
。
冨
津
詔
Φ
の
。
窪
。
寡
ρ
お
㎝
㎝
σ
類
①
駿
目
）

　
古
代
地
申
海
世
界
に
繁
栄
し
た
商
業
と
貨
幣
経
済

は
都
市
と
市
晟
を
形
成
し
た
が
、
ロ
ー
マ
の
滅
亡
は

こ
れ
ら
機
能
の
多
く
を
失
い
、
そ
の
復
活
を
み
た
の

は
申
世
元
期
で
あ
る
。
　
商
業
の
存
在
と
貨
幣
経
済

の
消
長
と
い
う
観
点
か
ら
、
官
ー
マ
崩
壊
後
の
社

会
。
経
済
の
発
展
に
ゴ
つ
の
段
階
を
設
定
し
、
都
市

の
成
立
と
中
世
当
期
に
お
け
る
商
業
復
活
へ
の
見
通

し
図
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
論
文
の
主
旨

で
あ
る
。
段
階
と
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
建
設
後
、
九

世
紀
末
の
崩
壊
に
い
た
る
時
期
と
も
う
一
つ
は
新
た

な
活
力
が
歴
史
発
展
の
墓
底
部
た
る
祉
会
・
経
済
の

決
定
的
な
形
成
に
加
わ
る
十
二
世
紀
に
い
た
る
ま
で

の
時
期
。
こ
の
二
つ
の
段
階
に
経
済
発
展
が
翠
煙
す

る
。
た
だ
し
こ
の
段
階
（
O
Q
響
け
）
の
内
包
す
る
も
の

は
、
国
民
経
済
掌
（
＜
〇
一
犀
の
項
帥
邑
け
の
O
び
Q
｛
け
）
や
歴
史

理
論
上
論
じ
ら
れ
る
よ
う
な
観
念
的
抽
象
で
は
な
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く
、
時
代
を
包
括
し
ル
そ
の
経
済
・
祉
会
の
示
す
基

本
形
態
を
発
展
の
裡
に
と
ら
え
た
断
面
を
い
う
。

　
ま
ず
当
面
の
課
題
の
中
世
経
済
発
展
の
基
点
を
ど

こ
に
求
め
る
か
。
そ
れ
に
は
、
西
ロ
ー
マ
の
崩
壌
な

い
し
は
古
典
古
代
文
化
の
中
世
初
期
へ
の
継
承
と
ゲ

ル
マ
y
の
歴
塑
舞
台
へ
の
登
場
と
い
・
）
こ
と
、
領
域

〃
的
に
ほ
、
”
ー
マ
帯
国
…
の
麦
配
下
に
あ
っ
た
地
域
と

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ヤ
や
東
方
へ
向
っ
て
ゲ
ル
マ
ン
民
族

の
定
住
が
伸
張
し
た
地
域
の
経
済
講
造
の
相
違
、
端

的
に
い
え
ば
、
一
方
は
他
方
よ
り
豊
に
古
代
二
化
を

保
温
し
、
商
業
と
貨
幣
経
済
に
優
位
を
示
す
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
X

　
ロ
ー
マ
の
文
事
遺
産
が
ど
の
よ
う
に
ゲ
ル
マ
ン
人

に
よ
っ
て
・
甲
世
初
期
の
ヨ
ー
P
ツ
バ
社
△
實
・
経
済
に

融
合
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
ド
ー
プ
シ
ュ
を
引
合
い
に

出
す
ま
で
も
な
く
、
古
代
・
中
世
文
化
連
続
の
窮
惰

は
、
今
日
地
域
的
な
差
違
を
付
し
て
確
認
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
企
業
の
制
約
、
自
由
商
業
の
制
限
、
上
層
階

級
の
経
済
霞
給
自
足
化
に
も
と
つ
く
、
帯
政
末
期
の

貨
幣
経
済
と
商
業
の
決
定
的
な
衰
退
を
認
め
ざ
る
を

得
な
い
し
、
同
時
に
古
点
小
習
慣
を
習
得
せ
る
ゲ
ル
マ

ン
が
荒
廃
し
た
慣
ー
マ
ニ
ア
の
社
・
会
・
経
済
の
復
興

に
果
し
た
役
割
を
正
し
く
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

こ
で
ピ
レ
ソ
ヌ
の
テ
量
ゼ
を
想
忘
し
よ
う
、
ゲ
ル
マ

ン
の
ロ
ー
マ
ニ
ア
へ
の
侵
入
を
大
局
か
ら
み
て
、
そ

の
社
会
。
経
済
の
変
容
の
決
定
的
契
機
と
は
み
ず
、

五
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
商
業
の
断
絶
は
み

と
め
な
い
が
、
ロ
ー
マ
ニ
ア
へ
の
ア
ラ
ビ
ア
人
の
侵

入
に
よ
っ
て
東
方
と
の
通
商
は
絶
た
れ
、
都
甫
は
衰

退
し
、
経
済
の
農
業
化
を
き
た
す
、
炉
マ
ホ
メ
ッ
ト
と

力
了
ル
大
帝
に
よ
っ
て
、
こ
の
経
済
の
語
路
が
打
破

さ
れ
る
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
ゲ
ル
マ
ン
人
を
ア
ラ
ビ

ア
人
に
お
き
か
え
た
に
す
ぎ
ず
、
容
認
し
が
た
い
没

落
説
（
宍
夢
心
恥
の
窪
。
覧
N
Φ
舞
蝕
①
o
、
』
①
）
で
あ
る
。
ゼ
レ

ン
ヌ
が
描
く
西
ヨ
1
”
ツ
パ
の
農
村
化
の
事
実
は
、

す
で
に
考
古
学
、
銭
貨
学
か
ら
青
く
さ
れ
て
い
る
し
、

地
中
海
周
辺
…
堀
域
の
銭
貨
の
分
布
や
商
品
の
発
掘
か

ら
推
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
入
の
侵
入
に
重
要
な
意
義
を

，
認
め
る
を
要
し
な
い
。
そ
れ
の
み
か
、
ピ
レ
γ
ヌ
の

構
想
は
、
ロ
ー
マ
ニ
ア
の
経
済
に
重
点
が
お
か
れ
、

ゲ
ル
マ
ン
商
業
伸
展
の
基
点
と
な
っ
た
ラ
イ
ン
や
ド

ナ
ウ
地
方
は
十
分
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
る

17

x
、
北
欧
誠
4
3
古
掌
・
銭
貨
学
の
成
果
が
語
る
、
メ
ロ

ビ
ン
グ
お
よ
び
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
を
通
じ
て
フ
リ
ー

ス
ラ
ン
ド
を
中
心
に
北
進
す
る
ゲ
ル
マ
ン
の
商
業
圏

の
拡
大
は
、
メ
ロ
ビ
ン
グ
王
国
の
政
治
的
経
済
酌
閣

心
は
常
に
｛
閑
（
即
ち
叙
ー
マ
一
㎜
ア
交
化
隈
嗣
）
に
向
け

ら
れ
る
と
す
る
ピ
レ
ソ
ヌ
説
に
か
な
ら
ず
し
も
合
致

し
な
い
。

　
西
ロ
ー
マ
帯
国
崩
壊
は
・
叉
化
の
喪
失
で
な
／
＼
ロ

ー
℃
は
い
わ
ば
双
肩
か
ら
箪
荷
を
下
し
た
ま
で
だ
と

解
釈
す
る
な
ら
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
が
経
済
潰
動
の
面
で

復
興
が
要
求
さ
れ
た
も
の
は
そ
う
多
く
は
な
く
、
む

し
ろ
ロ
ー
マ
と
い
う
統
制
組
織
（
N
ミ
拶
口
σ
q
ω
の
同
ω
8
き
）

の
除
去
が
、
中
世
初
経
済
へ
一
つ
の
途
を
開
く
。
し

た
が
っ
て
、
メ
ロ
ビ
ソ
グ
時
代
フ
ラ
ン
ク
の
政
払
出
構

造
は
、
買
ー
マ
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
れ
に
何

ら
消
極
的
な
性
絡
を
賦
与
す
る
理
由
は
な
い
。
フ
ラ

ン
ク
王
国
の
国
家
建
設
過
程
の
積
極
的
側
面
は
、
ド

イ
ツ
内
部
へ
の
古
代
文
化
の
普
及
一
」
例
え
ば
ク
リ

ス
ト
教
化
の
北
進
一
1
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら

に
高
ま
る
隠
家
活
動
と
と
も
に
、
所
譜
力
P
リ
ン
ガ

・
ル
ネ
サ
y
ス
と
な
っ
て
結
期
す
る
。
だ
が
、
か
か

る
過
程
は
た
し
か
に
生
産
技
術
や
商
業
習
慣
の
如
き

古
代
の
伝
承
の
憂
容
を
強
く
示
し
て
い
る
も
の
の
政

治
力
の
完
実
か
ら
た
だ
ち
に
経
済
の
発
展
を
過
大
評

価
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
。
他
方
、
従
来
余
り
論
じ

ら
れ
な
か
っ
た
ゲ
ル
マ
ン
独
自
の
経
済
領
域
に
お
い

て
も
、
ラ
イ
ン
、
ド
ナ
ウ
の
ロ
竃
マ
境
域
で
の
商
業

の
繭
芽
、
さ
ら
に
商
業
習
慣
の
習
得
、
北
ヘ
プ
リ
了

ス
ラ
ン
ド
に
伸
び
る
商
業
馳
域
の
拡
大
は
、
北
海
・

8E｝　（170＞



騨霧

バ
ル
ト
海
沿
岸
に
お
け
る
遠
距
離
逓
商
の
根
を
つ
ち

か
っ
て
い
た
。

　
要
す
る
に
、
オ
ー
バ
ソ
は
、
大
巾
に
ド
ー
プ
シ
ュ
の

メ
ロ
ビ
ン
ガ
ー
か
ら
力
獄
リ
ン
ガ
ー
へ
の
経
済
の
連

続
な
い
し
発
展
を
容
認
し
つ
つ
、
ピ
レ
ン
ヌ
説
一
も

つ
と
も
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
は
コ
ル
ネ
マ
ソ
を
は
じ
め

ピ
レ
ン
ヌ
の
ア
ラ
ビ
ア
人
説
（
》
騒
げ
①
諄
げ
①
ω
Φ
）
を

一
つ
の
没
落
説
と
し
て
き
め
つ
け
る
向
が
強
い
一
を

最
近
の
実
証
的
研
究
の
成
果
を
援
用
し
て
、
鋭
く
反

ば
く
、
メ
ロ
ビ
ソ
グ
時
代
の
経
済
の
断
絶
を
否
定
す

る
と
と
も
に
、
中
足
初
期
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ン
入
の

経
痛
罵
活
動
を
正
当
に
評
価
し
ゲ
ル
マ
ン
の
生
活
空
間

の
北
・
東
方
へ
の
伸
展
に
対
応
し
て
、
そ
こ
に
中
枇
に

お
け
る
遠
距
離
商
業
の
基
礎
を
求
め
よ
う
と
す
る
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
第
一
と
第
二
の
段
階
の
間
に
は
、
カ
τ
ル
大
帝
没

後
の
内
乱
、
分
裂
、
國
家
臣
ヵ
の
弛
緩
、
外
患
等
で
経

済
。
丈
化
は
下
降
を
辿
る
が
、
十
一
批
紀
に
は
漸
次

飼
復
の
兆
を
み
せ
、
十
二
．
三
世
紀
に
は
東
方
植
民
、

十
目
軍
と
い
っ
た
モ
ー
メ
ン
ト
か
ら
新
機
運
が
芽
生

え
る
。
増
大
す
る
人
口
の
活
力
は
市
（
竃
P
目
障
⇔
）
お

よ
び
都
市
（
ω
3
q
酔
）
の
充
実
、
広
汎
な
地
域
へ
の

都
市
と
貨
幣
経
済
の
滲
透
と
い
う
変
革
を
招
く
。
こ

れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
段
階
を
擁
し
、
遠
距
離
商
業

の
発
蹉
が
、
こ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。
都
市
の

研
究
は
、
従
来
注
制
塑
と
か
地
誌
掌
の
個
別
的
局
面

か
ら
集
積
さ
れ
て
は
い
る
が
、
全
体
と
し
て
の
把
握

に
欠
け
る
う
ら
み
が
あ
る
。
近
時
ピ
レ
ソ
ヌ
門
下
の

ガ
ン
ス
ホ
フ
、
ヴ
ェ
ル
コ
了
テ
ル
ソ
や
プ
ラ
ー
ニ
ッ

ッ
、
　
ア
ン
マ
ン
、
　
ヤ
ン
タ
ー
ン
、
　
エ
ン
ネ
ソ
な
ど

の
す
ぐ
れ
た
労
作
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か

ら
等
し
く
明
か
に
な
る
こ
と
は
、
中
藍
初
期
の
遠
距

離
商
業
の
存
在
お
よ
び
発
展
の
事
清
で
あ
る
。
プ
ラ

ー
ニ
ッ
ッ
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
北
欧
の
商
人
移
住

地
の
タ
イ
プ
と
し
て
の
ヴ
ィ
ク
（
≦
弊
）
の
問
題
は
、

都
市
成
立
に
新
解
釈
を
提
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
ヴ

ィ
ク
は
、
北
海
沿
岸
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、

ラ
イ
ン
流
域
の
ブ
リ
了
ス
ラ
y
ド
人
居
住
地
に
も
散

布
し
る
。
あ
る
い
は
ロ
ー
マ
由
来
の
キ
ヅ
ィ
タ
ス

（
9
く
詳
記
ω
）
　
の
中
批
初
期
に
お
け
る
機
能
は
、
ヴ

ィ
ク
の
そ
れ
と
と
も
に
都
市
の
原
形
と
し
て
多
く
通

商
事
実
を
明
示
す
る
。

　
十
世
紀
に
は
、
市
は
封
建
祉
＾
会
の
上
層
部
に
と
っ

て
不
可
欠
の
存
在
と
な
り
、
こ
れ
に
薄
す
る
認
識
を

改
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
商
人
の
市
へ
の
定
着
化

に
と
も
な
い
、
市
は
定
ま
っ
た
商
晶
の
給
供
を
必
要

と
す
る
。
九
世
紀
に
遠
距
離
商
業
に
従
纂
す
る
商
人

が
西
方
か
ら
手
工
業
者
を
招
へ
い
し
た
メ
ル
ト
海
沿

岸
の
ハ
イ
タ
ブ
ウ
（
♂
＜
一
貯
鎖
鋤
一
け
》
餌
げ
β
）
、
の
例
、
あ
る

い
は
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
ハ
イ
タ
ブ
ウ
や
ゲ
ー
ド
（
O
簿
）

に
お
け
る
如
く
、
遠
距
離
商
業
の
繭
品
を
求
め
て
市

に
移
住
す
る
商
人
の
存
在
は
、
商
品
。
銭
貨
の
分
布

が
教
え
る
。
か
く
し
て
、
商
品
に
対
す
る
荘
園
の
散
発

的
需
要
か
ら
市
の
規
則
的
需
要
へ
の
移
行
が
起
り
、

ツ
y
フ
ト
の
系
譜
を
荘
園
領
主
下
の
農
民
の
手
工
業

専
門
化
に
求
め
る
荘
園
起
源
説
（
国
。
ヰ
Φ
。
馨
一
皆
げ
Φ
野

口
①
o
犠
①
）
が
主
張
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
が
、
六
世

紀
ラ
イ
ン
流
域
の
装
飾
品
、
陶
器
、
ケ
ル
y
の
ガ
ラ
ス

・
生
産
か
ら
、
こ
の
起
源
は
古
く
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

バ
ド
ル
フ
（
じ
σ
p
α
o
陳
）
や
ピ
y
グ
ス
ド
ル
フ
（
℃
ぎ
－

σΩ

ﾖ
α
o
H
，
団
）
の
北
方
向
け
陶
器
の
ラ
イ
ン
流
域
お
よ
び

フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
の
分
布
は
遠
距
離
商
業
の
所
産

で
、
ハ
イ
タ
ブ
ウ
や
ラ
イ
ン
河
口
の
ド
ル
ス
タ
ヅ
ト

（
U
o
聴
Φ
ω
㌶
α
）
の
発
掘
が
確
証
を
与
え
る
。
こ
れ
か

ら
、
す
で
に
市
へ
の
手
工
業
者
の
移
住
お
よ
び
彼
等

と
遠
距
離
商
業
と
の
結
び
付
き
が
、
市
の
都
市
へ
の

発
展
の
端
初
を
物
語
る
。
手
工
業
者
は
市
場
の
需
要

に
応
じ
る
に
止
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
日
常
の
必
要
を
賄

い
、
市
へ
の
商
人
の
定
住
を
促
す
。
こ
こ
に
都
市
成

立
の
一
面
が
明
確
と
な
る
。
十
一
・
二
世
紀
に
は
、

こ
れ
ら
市
の
拡
散
か
ら
商
業
と
貨
幣
経
済
が
極
め
て

広
い
空
間
に
達
遍
し
、
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
に
み
ら
れ

る
商
人
の
団
体
組
織
は
、
後
の
ハ
ン
ザ
の
前
駆
的
様
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相
さ
え
呈
す
る
。

　
中
世
北
欧
商
業
の
前
駆
を
荷
う
ブ
リ
雀
ス
ラ
ン
ド

商
業
の
衰
退
後
は
、
フ
ラ
ン
ク
の
南
部
、
即
ち
北
フ

ラ
ン
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
無
心
部
と
な
る
が
、

経
済
現
象
の
推
移
は
根
本
的
に
は
大
き
な
変
化
も
な

く
、
北
西
部
へ
の
経
済
発
展
の
主
要
地
域
を
占
め
る
。

　
ま
た
古
代
無
二
の
遺
産
を
最
も
保
存
し
、
地
申
海

を
介
し
て
東
方
商
業
と
結
ぶ
イ
タ
リ
ア
で
も
、
十
字

軍
時
代
の
イ
タ
リ
ア
都
市
の
繁
栄
を
帰
着
点
と
考
え

る
な
ら
ば
、
ア
ル
プ
ス
の
北
と
南
で
は
政
治
的
経
済

酌
条
件
が
相
違
す
る
し
、
ロ
ー
マ
都
市
と
の
直
線
的

接
続
は
認
め
ら
れ
は
し
な
い
が
、
北
と
パ
ラ
レ
ル
に

ほ
ぼ
同
様
な
経
済
事
情
の
推
移
を
理
解
し
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
十
二
・
三
世
紀
の
遠
距
離
商
業
の
活
濃

化
は
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
商
人
の
資
本
三
三
、
あ
る
い

は
大
規
模
商
業
（
一
）
一
Φ
　
σ
q
邑
O
ω
ω
①
　
団
【
P
昌
山
①
一
）
の
実
現

と
い
う
課
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、
入
口
…
増
加
と
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
あ
い
ま
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
経
済

活
動
の
大
き
な
舞
台
を
展
開
す
る
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
×

　
山
中
世
初
期
の
壷
間
轟
茱
に
閥
堅
ヲ
る
ド
ー
プ
シ
ュ
、
ピ
レ

ソ
ヌ
論
争
は
、
今
日
で
は
、
そ
の
内
容
の
精
密
さ
や

視
野
の
拡
大
で
ま
っ
た
く
面
目
を
一
新
し
た
感
が
あ

る
し
、
か
つ
都
市
成
立
の
問
題
も
、
例
え
ば
ブ
ラ
ー

ニ
ッ
ツ
の
ヴ
ィ
ク
の
研
究
（
オ
τ
バ
ン
は
ミ
ッ
タ
イ

ス
の
よ
う
に
従
来
の
…
説
を
破
齪
幽
し
て
、
ム
丑
圓
一
的
に
プ

ラ
書
一
一
ヅ
ツ
に
同
意
す
る
も
の
で
は
な
い
）
、
　
北
欧

都
市
と
イ
タ
リ
ア
都
市
と
の
対
比
綜
ム
ロ
の
中
に
都
市

の
前
史
を
個
溺
的
に
考
究
し
よ
う
と
す
る
エ
ン
ネ
ン

の
そ
れ
に
も
、
そ
の
歴
塑
酌
意
義
を
更
め
て
見
な
お

そ
う
と
す
る
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。
オ
ー
バ
ン

は
、
こ
れ
ら
最
近
の
そ
れ
ぞ
れ
劃
期
約
労
作
に
足
を

ふ
ま
え
て
、
し
か
も
鋭
い
批
判
的
評
価
か
ら
古
代
地

中
海
商
業
の
衰
退
後
ゲ
ル
マ
ン
の
担
っ
た
商
業
活
動

と
そ
の
領
域
を
正
し
く
理
解
し
、
商
業
（
貨
幣
経
済
）

と
都
市
を
通
し
て
、
中
世
に
お
け
る
遠
距
離
商
業
を

そ
の
始
源
か
ら
十
一
、
理
工
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
商
業

ル
ネ
サ
ン
ス
（
遠
距
離
商
業
の
復
活
）
へ
の
発
展
を

跡
づ
け
、
器
世
初
期
経
済
史
に
正
し
い
オ
リ
エ
y
テ

ー
シ
ョ
ン
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
換
言
す
れ

ば
、
ピ
レ
y
ヌ
の
「
商
鳳
莱
の
復
活
」
（
い
”
戦
①
旨
巴
甲

ω
簿
昌
O
①
ロ
霞
6
0
ヨ
ヨ
Φ
邑
O
Φ
）
と
い
う
プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ

の
「
十
一
、
二
十
世
紀
の
革
命
的
な
新
時
期
」
な
る

テ
ユ
マ
に
、
精
密
化
さ
れ
た
実
証
を
補
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
緊
密
な
結
び
付
き
を
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
月
寒
Φ
ぴ
段
目
鋒
け
ρ
ω
露
里
の
ω
o
賊
貯
犀
ω
臼
＝
の
篭
ζ
①
㌣

ω
o
ぴ
Φ
⇒
＜
Φ
甑
環
馨
と
か
い
っ
た
理
念
的
用
語
の
解
釈

に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
左
祖
し
か
ね
る
節
も
あ
り
、

そ
れ
故
こ
の
論
文
の
真
意
を
紹
介
し
得
た
か
ど
う
か

疑
問
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
か
か
る
企
て

ば
、
ド
ゲ
ツ
経
済
塑
学
の
伝
統
を
正
し
く
継
承
す

る
。
そ
し
て
く
δ
ほ
⑦
ご
p
ξ
ω
o
げ
ユ
津
捺
巴
ω
o
臨
巴

ρ
P
出
塁
貯
冨
。
ゲ
9
。
津
ω
α
q
Φ
ω
〇
三
〇
冥
Φ
の
主
幹
で
あ
る

彼
が
、
当
然
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
。
一
言
蛇
足
を
加
え
る
な
ら
ば
、
鍵
盤
初
期

荘
園
に
お
け
る
手
工
業
者
の
都
市
へ
の
移
住
と
い
う

大
き
な
問
題
も
、
実
証
的
研
究
の
不
足
も
あ
っ
て
、

農
村
経
済
と
の
関
連
が
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
極
め
て
平
面
的
に
し
か
理
解
さ
れ
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
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